
怒りは悪い感情ではありません。
でも、伝え方や受け止め方を知らないと、

人間関係や自己肯定感に影響を与えることも。

現代の子どもたちは「感情の扱い方」を学ぶ機会が不足しています。
だからこそ、授業や特別活動の中で

アンガーマネジメントという“心の技術”を身につけることが、いま必要とされています。

アンガーマネジメントは「怒らない」ことではなく
「怒る必要のあることは上手に怒る」「怒る必要のないことは怒らない」技術です

教室で、こんな場面はありませんか？
・・・・・

些細なことで
怒り出す

注意すると
逆ギレされる

自分の感情
をコント
ロール
できない



講師 庄野 晴美
大阪府出身、伊丹市在住の3児の母

中高生のためのアンガーマネジメント
始めてみませんか？

お気軽にお問い合わせください

感情を学ぶことは、生きる力につながります。
怒ってもいい。大事なのはその伝え方。

あなたの学校にも“感情教育”という新しい選択肢を。

実際に授業を受けた生徒さんの“声”

今日の授業で、感情のコントロールってむずかしいと思って
たけど、持ちを落ち着かせる考え方や行動を知ることができ
ました。ゲームでは、自分と班の人とで“怒るポイント”が
全然ちがっておどろきました。

これからは怒ったとき、そのままで終わらせずに
「どうしてほしいか」を伝えることが大事だと分かりました。
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cocohareliss5580@gmail.com


